
　

「
昔
々
あ
る
と
こ
ろ
に
、
嘘
し
か
つ
か
な
い
少
年
が

い
ま
し
た
」
と
物
語
は
始
ま
り
ま
す
。

　

死
の
迫
っ
た
母
親
か
ら
子
供
を
助
け
て
ほ
し
い
と
懇

願
さ
れ
た
魔
女
が
、
少
年
が
正
直
に
な
る
権
利
と
交
換

に
一
人
で
も
生
き
て
い
け
る
魔
法
を
か
け
た
の
で
す
。

　

少
年
は
一
人
で
も
生
き
て
い
く
力
を
得
ま
し
た
が
、

「
誰
に
も
信
用
さ
れ
ず
、
相
手
に
さ
れ
な
い
人
生
な
ん

て
、
生
き
て
い
る
意
味
が
な
い
と
嘆
き
ま
し
た
」。

　

嘘
つ
き
少
年
の
物
語
は
官
民
協
働
の
刑
務
所
「
島
根

あ
さ
ひ
社
会
復
帰
促
進
セ
ン
タ
ー
」
で
服
役
中
の
若
者

の
作
文
で
す
。
こ
の
刑
務
所
が
実
施
す
る
「
Ｔ
Ｃ
（
セ

ラ
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ッ
ク
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
＝
回
復
共
同
体
）」

と
い
う
更
生
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
中
で
書
か
れ
ま
し
た
。

　

物
語
を
題
材
に
数
人
の
受
刑
者
が
自
分
の
意
見
を

述
べ
ま
す
。
幼
児
期
に
母
親
が
蒸
発
、
父
親
の
暴
力

を
受
け
養
護
学
校
で
育
っ
た
作
者
は
過
去
に
「
心
休
ま

る
場
所
」
が
な
か
っ
た
こ
と
に
気
づ
き
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
映
画
「
プ
リ
ズ
ン
・
サ
ー
ク
ル
」(

坂
上
香

監
督
、
２
０
２
０
年
公
開)

の
中
の
一
コ
マ
で
す
。
映

画
は
島
根
あ
さ
ひ
の
Ｔ
Ｃ
に
焦
点
を
当
て
た
ド
キ
ュ
メ

ン
タ
リ
ー
で
す(

受
刑
者
の
顔
は
ぼ
か
し
て
い
ま
す)

。

　

Ｔ
Ｃ
で
は
、
受
刑
者
同
士
の
会
話
の
中
で
、
幼
児
期

の
貧
困
や
い
じ
め
、
虐
待
、
差
別
、
そ
れ
に
伴
う
痛
み

や
恥
辱
、
怒
り
と
い
っ
た
感
情
を
言
葉
に
し
ま
す
。
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
指
導
す
る
の
は
民
間
の
「
支
援
員
」
で
す
。

　

会
話
の
過
程
で
は
「
加
害
」
と
「
被
害
」
の
話
が
入
り

混
じ
り
ま
す
。
受
刑
者
た
ち
は
な
ぜ
自
分
は
こ
こ
に
い

る
の
か
、
ど
の
よ
う
に
罪
を
償
う
の
か
を
考
え
、
新
た

な
価
値
観
や
生
き
方
を
身
に
付
け
て
い
き
ま
す
。

　

Ｔ
Ｃ
を
取
り
入
れ
て
い
る
の
は
目
下
、
島
根
あ
さ
ひ

だ
け
。
参
加
者
も
一
度
に
40
人
程
度
と
限
ら
れ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
懲
罰
が
主
目
的
の
刑
務
所
で
、「
更
生
」

に
重
き
を
置
く
動
き
が
確
実
に
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　

　
　
　
　

◆◆　
　
　
　

　
　
　
　

◆◆　
　
　
　

　
　
　
　

◆◆

　

今
年
６
月
に
成
立
し
た
刑
法
改
正
（
３
年
後
ま
で
に

施
行
）
も
刑
罰
の
主
目
的
を
「
懲
ら
し
め
」
か
ら
「
立
ち

直
り
」
に
移
す
こ
と
を
明
確
に
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
改
正
で
は
、「
懲
役
刑
」
と
「
禁
錮
刑
」
の
区
別

を
な
く
し
「
拘
禁
刑
」
に
一
本
化
し
ま
し
た
。
懲
役
は

刑
務
所
内
で
の
作
業
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
す
が
、
拘
禁

刑
で
は
刑
務
作
業
は
義
務
付
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

刑
務
作
業
が
義
務
で
な
く
な
れ
ば
、
島
根
あ
さ
ひ
の

Ｔ
Ｃ
の
よ
う
な
改
善
更
生
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
柔
軟
に
取
り

入
れ
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
す
。
改
正
刑
法
の
条
文

で
も
、「
改
善
更
生
を
図
る
た
め
、
必
要
な
作
業
、
ま
た

は
指
導
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
」
と
明
記
さ
れ
ま
し
た
。

　

刑
務
所
の
中
で
も
変
化
が
起
き
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
流
れ
の
中
で
、
出
所
者
の
社
会
復
帰
を
支
援
す
る

更
生
保
護
は
さ
ら
に
重
要
に
な
る
で
し
ょ
う
。

　
　
　
　

　
　
　
　

◆◆　
　
　
　

　
　
　
　

◆◆　
　
　
　

　
　
　
　

◆◆

　

「
そ
れ
ま
で
刑
務
所
に
迎
え
に
来
て
く
れ
た
人
は
い

な
か
っ
た
。
う
れ
し
か
っ
た
」
。
２
０
０
６
年
に
下
関

駅
に
放
火
し
た
罪
で
懲
役
10
年
の
刑
に
服
し
た
Ｆ
さ
ん

（
事
件
当
時
74
歳
）
は
、
出
所
後
に
自
分
を
受
け
入
れ

て
く
れ
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
へ
の
感
謝
を
語
っ
て
い
ま
す
。

　

軽
度
の
知
的
障
害
が
あ
る
と
さ
れ
る
Ｆ
さ
ん
は
前
科

11
犯
。
最
後
の
事
件
と
な
っ
た
下
関
駅
の
放
火
も
出
所

後
８
日
目
の
こ
と
で
し
た
。
適
切
な
公
的
支
援
も
受
け

ら
れ
ず
、
塀
の
外
に
は
居
場
所
が
な
か
っ
た
の
で
す
。

　

Ｆ
さ
ん
に
同
情
し
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
理
事
長
は
、
逮

捕
後
か
ら
文
通
を
始
め
、
仮
出
所
の
際
に
は
身
元
引
受

人
に
な
り
ま
し
た
。
ホ
ー
ム
レ
ス
を
支
援
し
て
い
る
こ

の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
は
Ｆ
さ
ん
の
「
終
の
棲
家
」
に
な
り
ま
し
た
。

　

Ｆ
さ
ん
は
よ
う
や
く
刑
務
所
以
外
の
居
場
所
を
得
ま

し
た
が
、
居
場
所
を
見
つ
け
ら
れ
な
い
ま
ま
刑
務
所
に

逆
戻
り
と
い
う
人
は
多
い
の
で
す
。
２
０
２
０
年
に
刑

法
犯
で
検
挙
さ
れ
た
人
の
49
・
１
％
は
再
犯
者
で
し
た
。

　

悪
循
環
を
断
つ
に
は
塀
の
外
の
社
会
で
彼
ら
が
孤
立

す
る
こ
と
な
く
暮
ら
せ
る
場
所
を
つ
く
り
出
す
こ
と
が

必
要
で
す
。
出
所
後
も
「
懲
ら
し
め
」
で
は
、
刑
務
所

し
か
居
場
所
が
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

更
生
保
護
推
進
協
議
会
は
保
護
司
や
協
力
雇
用
主
な

ど
の
活
動
を
資
金
面
で
支
援
す
る
と
と
も
に
、
刑
務
所

や
少
年
院
の
見
学
を
主
催
し
更
生
保
護
活
動
を
知
っ
て

い
た
だ
く
こ
と
を
活
動
の
中
心
に
し
て
い
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
刑
務
所
の
見
学
は
２
年
間
中
止
を
余
儀

な
く
さ
れ
ま
し
た
が
、
状
況
が
改
善
さ
れ
次
第
再
開
し

ま
す
。
皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

茨
木
市
更
生
保
護
推
進
協
議
会　

会

長　

掛
　
谷
　
建
　
郎

刑
は
「
懲
ら
し
め
」
か
ら
「
立
ち
直
り
」
へ

塀
の
外
で
の
受
け
皿
、一
段
と
重
要
に

収入の部
会　　　費 1,000,000
負　担　金 150,000
繰　入　金 0
繰　越　金 614,774
雑　収　入 226
　　計　 1,765,000

支出の部

会　議　費 25,000
事　務　費 35,000
事　業　費 410,000
助　成　費 550,000
社　明　費 100,000
通信運搬費 40,000
慶　弔　費 10,000
積　立　金 100,000
予　備　費 495,000
　　計 1,765,000

令和３年度 決算書 （円）

収入の部

会　　　費 1,069,000
負　担　金 0
繰　入　金 0
繰　越　金 544,918
雑　収　入 0
収 入 総 計 1,613,918

支出の部

会　議　費 41,502
事　務　費 29,004
事　業　費 116,424
助　成　費 550,000
社　明　費 100,000
通信運搬費 62,214
慶　弔　費 0
積　立　金 100,000
予 備 費 0
支 出 総 計 999,144

差引残額 614,774

（差引残額 614,774 円は翌年度へ繰越）

監 査 報 告

　令和３年度茨木市更生保護推進協議会会計
決算につき、収入・支出並びに関係帳簿を監
査したところ、いずれも正確適正に行われて
いたことを認めます。

　令和４年５月27日
　　　　　茨木市更生保護推進協議会

　　　　　　　　 監事　細田　　茂
　　　　　　　　 監事　木元　美子

茨木市更生保護推進協議会への入会

茨木市更生保護推進協議会事務局

（茨木市福祉部地域福祉課内）

住所：茨木市駅前三丁目８番13号

TEL.072－620－1634  FAX.072－621－1660

問い合わせ

申し込み先

令和４年度 予算書 （円）

令
和
３
年
度

事
業
報
告
書

令
和
４
年
度

事
業
計
画

令
和
３
年

５
月

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

茨
木
市
推
進
委
員
会　

書
面
議
決

６
月

茨
木
市
更
生
保
護
推
進
協
議
会
総
会

書
面
議
決

９
月
１
日

更
推
協
会
報
発
行
（
第
36
号
）

10
月
７
日

茨
木
地
区
更
生
保
護
協
力
雇
用
主
会

役
員
会

令
和
４
年

１
月
11
日

茨
木
地
区
保
護
司
会　

新
年
定
例
会

３
月
20
日

更
推
協
会
報
発
行
（
第
37
号
）

一
、
更
生
保
護
事
業
の
積
極
的
推
進

一
、「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
へ
の
参
加
と
啓
発

一
、
更
生
保
護
の
理
解
の
た
め
の
研
修
会

一
、
健
全
な
社
会
復
帰
者
に
対
す
る
支
援

一
、
機
関
誌
（
更
推
協
会
報
）
の
発
行

一
、
更
生
保
護
事
業
に
対
す
る
協
力
及
び
助
成

一
、
保
護
司
会
と
の
協
議
及
び
連
絡

一
、
更
生
保
護
女
性
会
へ
の
協
力

一
、
Ｂ
Ｂ
Ｓ
会
へ
の
協
力

一
、
更
生
保
護
協
力
雇
用
主
会
へ
の
協
力

一
、
関
係
官
公
署
並
び
に
社
会
事
業
諸
団
体
と
の
連

絡
・
協
調

一
、
会
員
相
互
の
情
報
交
流
及
び
親
睦

一
、
会
員
の
拡
充
強
化

一
、
そ
の
他
こ
の
会
の
目
的
を
達
成
す
る
に
必
要
な

事
業

令和４年度 役員名簿

役   職 氏     名

会    長 掛谷　建郎

副 会 長 合田　順一

副 会 長 吉岡　正宏

副 会 長 山野　右子

副 会 長 辻口　信良

副 会 長 中尾　　巖

会    計 阪田　眞二

会計・常任理事 土方　慶之

監    事 細田　　茂

監    事 木元　美子

相 談 役 澤田　範雄

相 談 役 大森　保延

常 任 理 事 馬場　孝志

常 任 理 事 小阪　武司

常 任 理 事 角谷　真枝

役   職 氏     名

常 任 理 事 殿村　昌弘

常 任 理 事 堀　　典之

常 任 理 事 長岡　秀美

常 任 理 事 辻　　輝也

理    事 𠮷田　定雄

理    事 原田　　強

理    事 加藤　眞一

理    事 柚木　孝仁

理    事 水木真実子

理    事 八木　香織

理    事 射場　一之

理    事 樺山　泰幸

理    事 須川　貴雄

理    事 高井　一実

令和４年６月７日

左：社会を明るくする運動市民大会で講演する桂吉弥さん／上段：令和４年度茨木市更生保護推進協議会総会で挨拶する福岡市長

下段左：茨木フェスティバルでスーパーボールすくいの出店をした茨木BBS会／下段右：映画「プリズン・サークル」のチラシ ©2019 Kaori Sakagami

左：社会を明るくする運動市民大会で講演する桂吉弥さん／上段：令和４年度茨木市更生保護推進協議会総会で挨拶する福岡市長
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事務局

題　字

茨 木 市 更 生 保 護 推 進 協 議 会

茨 木 市 福 祉 部 地 域 福 祉 課 内

〒567－8505  茨木市駅前3－8－13

TEL.072－620－1634
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保
護
司

　
　
　
　
　
　
　
　

   

岸
田
　
尚
美

　

保
護
司
を
拝
命
し
て
二
十
五
年
目
、

初
め
て
担
当
し
た
少
年
は
十
八
歳
で
し

た
。
ど
の
ケ
ー
ス
も
達
成
感
を
も
っ
て

終
了
と
い
う
訳
に
は
い
き
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
保
護
司
冥
利
に
尽
き
る
と
思
え

る
事
も
確
か
に
あ
り
ま
し
た
。
二
例
を

紹
介
し
ま
す
。

　

先
ず
は
実
務
か
ら
。
初
め
か
ら
至
っ

て
明
る
く
快
活
に
話
す
薬
物
累
犯
の
彼
。

仕
事
は
好
き
、
腕
は
一
番
と
胸
を
張
り

ま
し
た
が
、
心
に
は
仕
事
上
の
わ
だ
か

ま
り
を
抱
え
て
い
ま
し
た
。
あ
る
日
そ

の
わ
だ
か
ま
り
が
爆
発
、
彼
は
数
日
間

所
在
不
明
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
間
薬

物
に
は
手
を
出
し
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

雇
用
主
を
裏
切
る
の
は
三
度
目
。
無
断

欠
勤
は
土
下
座
を
し
て
許
し
を
乞
う
し

か
な
か
っ
た
の
で
す
。

　

こ
れ
を
機
に
面
接
場
所
を
拙
宅
に
し

ま
し
た
。
彼
の
希
望
で
、
地
域
の
公
的

施
設
の
一
室
を
借
用
し
て
い
ま
し
た
が
、

も
っ
と
ゆ
っ
た
り
と
し
た
気
分
で
話
せ

る
環
境
が
必
要
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

し
た
。

　

や
が
て
保
護
観
察
所
で
の
薬
物
防
止

プ
ロ
グ
ラ
ム
受
講
後
の
来
訪
を
設
定
、

受
講
に
常
に
同
行
し
て
い
た
妻
も
来
訪

を
共
に
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
夫

婦
は
個
々
に
、
ま
た
時
に
は
競
う
よ
う

に
心
情
を
吐
露
し
ま
し
た
。
私
は
聴
く

こ
と
に
徹
し
、
時
々
あ
る
べ
き
道
を
提

示
し
ま
し
た
。
あ
る
時
「
岸
田
さ
ん
に

出
会
え
て
良
か
っ
た
」
と
妻
が
言
い
ま

し
た
。
「
保
護
司
と
し
て
取
り
組
ん
で

き
た
方
向
性
が
間
違
っ
て
は
い
な
か
っ

た
」
と
実
感
で
き
た
瞬
間
で
し
た
。

　

今
回
の
事
案
は
、
実
は
本
人
の
異
常

を
察
知
し
た
妻
の
警
察
通
報
が
始
ま
り

で
し
た
。
家
族
の
心
か
ら
の
協
力
と
辛

抱
強
く
受
け
入
れ
て
く
れ
る
雇
用
主
の

存
在
を
も
っ
て
無
事
満
了
し
た
一
件
で

し
た
。

　

次
は
実
務
外
か
ら
。
俳
句
歴
四
十
五

年
の
私
は
、
昨
年
第
一
句
集
を
上
梓
し

ま
し
た
。
贈
呈
し
た
お
一
人
に
法
務
省

保
護
局
長
宮
田
祐
良
氏
が
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
す
。

　

氏
が
大
阪
保
護
観
察
所
長
時
代
、
祝

賀
会
等
で
ご
一
緒
し
ま
し
た
。
そ
の
折
、

氏
の
印
影
を
目
に
し
た
の
で
す
。
愛
お

し
そ
う
に
「
友
達
が
彫
っ
て
く
れ
ま
し

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　

弁
護
士

　
　
　
　
　
　

  

　
　

辻
口
　
信
良

　

１
９
０
７
（
明
治
40
）
年
制
定
の
刑

法
は
、
刑
の
種
類
と
し
て
、
重
い
順
に

「
死
刑
・
懲
役
・
禁
錮
・
罰
金
…
」
と

規
定
し
て
い
ま
し
た
。
懲
役
と
禁
錮
は
、

い
ず
れ
も
刑
事
施
設
（
刑
務
所
）
に
拘

置
さ
れ
「
自
由
刑
」
と
言
わ
れ
ま
す
が
、

懲
役
に
は
、
懲
ら
し
め
る
意
味
で
刑
務

作
業
が
あ
り
、
禁
錮
に
は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
れ
が
今
度
、
刑
法
改
正
で
「
拘
禁

刑
」
と
し
て
一
体
に
な
り
ま
し
た
。

　

禁
錮
は
、
政
治
犯
や
過
失
犯
に
適
用

さ
れ
、
分
か
り
や
す
く
言
う
と
、
道
義

的
に
そ
ん
な
に
悪
く
な
い
犯
罪
の
イ
メ

ー
ジ
が
あ
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
禁
錮
受
刑
者
は
、
実
際
に

は
、
懲
役
受
刑
者
の
１
％
も
い
ま
せ
ん
。

ま
た
、
刑
務
作
業
（
労
働
）
を
蔑
む
よ

う
な
考
え
方
へ
の
批
判
、
さ
ら
に
、
実

際
に
は
禁
錮
受
刑
者
の
多
く
が
、
請
願

の
形
で
刑
務
作
業
に
従
事
し
て
お
り
、

そ
の
意
味
で
も
、
禁
錮
の
存
在
意
義
が

薄
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
今
年
６

月
の
国
会
で
、
禁
錮
を
廃
止
し
て
懲
役

と
一
本
化
し
、
刑
の
名
を
「
拘
禁
刑
」

と
改
正
し
た
の
で
す
。

　

た
だ
、
こ
こ
が
大
切
な
と
こ
ろ
で
す

が
、
刑
務
所
や
少
年
院
な
ど
、
施
設
で

の
収
容
者
は
、
も
う
一
度
社
会
復
帰
し

ま
す
。
そ
の
た
め
、
き
め
細
か
な
分
類

に
よ
る
施
設
内
処
遇
や
、
保
護
観
察

官
・
保
護
司
な
ど
に
よ
る
収
容
者
へ
の

教
育
・
指
導
が
必
要
で
す
。
従
っ
て
、

更
生
保
護
に
関
係
す
る
私
た
ち
に
と
っ

て
、
そ
の
使
命
・
役
割
は
よ
り
重
要
さ

を
増
し
て
い
る
の
で
す
。

　

実
際
に
施
行
さ
れ
る
数
年
後
（
３
年

内
）
に
は
、
裁
判
官
は
法
廷
で
、「
主

文
！
被
告
人
を
『
拘
禁
刑
』
○
年
に
処

す
。
」
と
読
み
上
げ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

４
人
の
受
刑
者
が
紐
を
結
ん
だ
り

解
い
た
り
、
パ
ズ
ル
の
ピ
ー
ス
を
盤
に

は
め
込
ん
だ
り
し
て
い
る
―
―
本
書

　

Ｂ
Ｂ
Ｓ
会
と
は
、
社
会
に
生
き
づ
ら

さ
を
感
じ
て
い
る
少
年
少
女（
主
に
非

行
少
年
）を
、
兄
や
姉
の
よ
う
な
存
在

と
し
て
支
え
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
で
す
。
茨
木
Ｂ
Ｂ

Ｓ
会
は
、
そ
の
地
区
会
と
な
っ
て
お
り
、

会
員
の
ほ
と
ん
ど
が
学
生
で
構
成
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

茨
木
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
２
年
前
か

ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
蔓
延
の
た
め

中
止
と
な
り
、
久
し
ぶ
り
の
開
催
で
あ

っ
た
た
め
、
来
場
さ
れ
た
方
々
も
心
待

ち
に
し
て
い
た
様
子
が
伺
え
ま
し
た
。

私
た
ち
Ｂ
Ｂ
Ｓ
会
は
例
年
通
り
ス
ー

パ
ー
ボ
ー
ル
す
く
い
の
出
店
を
さ
せ

が
レ
ポ
ー
ト
す
る
黒
羽
刑
務
所（
栃
木

県
）の
中
の「
養
護
工
場
」の
風
景
で
あ

る
。
彼
ら
は「
生
産
作
業
と
は
ほ
ど
遠
い

〝
指
の
運
動
〞
に
励
ん
で
い
る
」。
作
業

中
に
寝
転
が
る
受
刑
者
も
い
る
。

　

入
浴
の
際
は
刑
務
官
が
付
き
添
っ

て
体
を
洗
う
介
助
を
す
る
。
備
品
倉

庫
に
は
大
量
の
紙
お
む
つ
。〝
病
人
〞
な

の
で
毎
日
、処
方
薬
が
投
与
さ
れ
る
。

　

収
容
者
５
５
４
人
（
当
時
）の
こ
の

刑
務
所
に
は
〝
要
介
護
者
〞
も
27
人
い

る
。「
軽
度
の
精
神
障
害
者
、身
体
に
欠

陥
の
あ
る
者
、
認
知
症
を
発
症
し
て
い

る
者
」で
あ
る
。
彼
ら
は
一
般
受
刑
者
と

は
別
の
工
場
で
軽
作
業
に
従
事
す
る
。

　

受
刑
者
の
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
。

全
国
の
受
刑
者
の
う
ち
65
歳
以
上
の

高
齢
者
は
２
０
２
０
年
末
２
１
４
３
人

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
色
々
な
お
祭
り

が
こ
こ
数
年
中
止
に
な
っ
て
い
る
こ
と

も
あ
っ
て
か
、
た
く
さ
ん
の
子
ど
も
さ

ん
に
遊
ん
で
い
た
だ
き
、
中
に
は「
子

ど
も
が
す
く
え
な
か
っ
た
か
ら
」と
親

御
さ
ん
が
真
剣
に
す
く
う
一
幕
も
あ
り
、

家
族
総
出
で
応
援
す
る
姿
は
微
笑
ま

し
い
も
の
で
し
た
。

　

ま
だ
ま
だ
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
収
束

の
兆
し
は
見
え
ま
せ
ん
が
、こ
の
茨
木

フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
が

夏
休
み
の

楽
し
い
思

い
出
の
１

ペ
ー
ジ
に

な
れ
ば
嬉

し
い
で
す
。
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ル
ポ
老
人
受
刑
者

（
斎
藤
充
功
著
、
中
央
公
論
新
社
）

で
全
体
の
12
・
９
％
。
10
年
前
は
７
・
８

％
だ
っ
た
。
刑
法
犯
の
検
挙
数
に
占
め

る
高
齢
者
の
割
合
も
同
年
は
22
・
８
％

と
10
年
前
の
14
・
９
％
か
ら
大
幅
に
上

昇
し
た
。
出
所
後
の
再
入
所
率
も
65

歳
以
上
が
他
の
年
代
よ
り
高
い
。

　

高
齢
者
の「
困
窮⇒

犯
罪⇒

逮
捕

起
訴⇒

裁
判⇒

収
監⇒

出
所
」の
繰

り
返
し
が
起
き
て
い
る
。
著
者
は「
生

活
手
段
を
も
た
な
い
高
齢
者
の
最
終

的
に
到
達
す
る
場
所
が
刑
務
所
で
あ

る
こ
と
が
現
実
的
に
な
っ
て
き
た
」と

警
鐘
を
鳴
ら
す
。
介
護
・
医
療
の
ニ
ー

ズ
に
対
応
す
る
に
は
専
門
の
職
員
も

必
要
に
な
る
。

　

高
齢
社
会
の
歪
み
が
刑
務
所
に
凝

縮
し
、介
護
・
医
療
機
関
化
す
る
。
本
書

が
突
き
つ
け
る
課
題
は
深
刻
で
あ
る
。

た
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
た
そ
の
様
子
に
文

化
的
素
養
を
お
持
ち
で
、
仁
義
を
重
ん

じ
る
御
方
な
の
だ
と
拝
察
し
、
失
礼
か

え
り
み
ず
お
贈
り
し
た
次
第
で
す
。

　

暫
く
し
て
思
い
も
よ
ら
ぬ
返
信
が
あ

り
、
曰
く

　
「
春
コ
ー
ト
脱
ぎ
説
得
の
席
に
着
く

は
、
保
護
司
活
動
を
詠
ん
だ
も
の
で
は

な
い
と
の
こ
と
で
す
が
、
緊
張
と
気
迫

を
コ
ー
ト
に
押
し
包
ん
で
面
接
に
臨
む

姿
が
思
い
浮
か
び
ま
し
た
。
」
と
。
他

に
十
句
あ
ま
り
の
句
評
を
賜
わ
り
ま
し

た
。
何
れ
も
読
み
が
深
く
自
由
で
、
ご

自
身
の
身
に
引
き
寄
せ
ら
れ
て
の
鑑
賞

は
実
に
暖
か
い
も
の
で
し
た
。

　

大
変
な
激
務
ご
多
忙
の
中
か
ら
の
返

書
に
は
、
氏
の
あ
の
落
款
が
押
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

　

日
本
の
青
年
会
議
所
運
動
は
戦
後

日
本
が
国
際
社
会
に
復
帰
す
る
前
の

１
９
４
９
年
に
産
声
を
あ
げ
ま
し
た
。

日
本
の
再
興
は
青
年
の
仕
事
で
あ
る

と
い
う
志
を
掲
げ
、日
本
青
年
会
議
所

は
、１
９
５
１
年
に
国
際
青
年
会
議
所

（
Ｊ
Ｃ
Ｉ
）に
加
盟
を
果
た
し
、
日
本
が

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
講
和
条
約
締
結
に

よ
っ
て
国
際
社
会
に
復
帰
す
る
道
筋
を

つ
け
ま
し
た
。
茨
木
青
年
会
議
所
も
昨

年
度
創
立
60
周
年
を
迎
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
私
た
ち
茨
木
青
年
会
議
所

が
最
も
大
切
に
し
て
き
た
事
業
の
一
つ

が
、
青
少
年
の
健
全
育
成
事
業
で
す
。

学
校
で
は
教
え
る
こ
と
が
難
し
い
よ
う

な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
や
郷
土
愛
に
繋
が

る
、
身
近
な
人
に
感
謝
す
る
気
持
ち
を

育
む
体
験
型
の
事
業
を
毎
年
複
数
回

に
渡
っ
て
実
施
し
て
い
ま
す
。
特
に
、毎

年
11
月
に
は
、社
会
福
祉
協
議
会
と
も

連
携
し
て
茨
木
市
内
の
３
つ
の
児
童
養

護
施
設
の
子
ど
も
達
を
招
い
て
も
ち
つ

き
大
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
様
々
な

行
事
を
通
じ
て
、
地
域
社
会
と
子
ど
も

達
の
絆
を
紡
い
で
い
く
こ
と
は
、
そ
の

子
達
が
大
人
に
な
っ
た
と
き
に
、
ま
た

地
域
社
会
の
一
員
と
し
て
地
域
の
子
ど

も
達
と
関
わ
っ
て
い
く
こ
と
に
繋
が
り
、

地
域
全
体
で
の
青
少
年
健
全
育
成
の

土
壌
づ
く
り
に
な
っ
て
い
る
と
信
じ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
茨
木
青
年
会
議
所
は
、
先
だ
っ

て
の
大
阪
北
部
地
震
の
際
に
は
、
発
災

直
後
か
ら
夜
警
隊
を
組
織
し
て
、震
災

理
事
長  

西
田
　
政
央

一
般
社
団
法
人

　

茨
木
青
年
会
議
所

一
般
社
団
法
人

　

茨
木
青
年
会
議
所

一
般
社
団
法
人

　

茨
木
青
年
会
議
所 Vol.8Vol.8

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

大阪北部地震時の夜警隊

啓発ポスター

の
混
乱
に
乗
じ
た
犯
罪
の
防
止
に
努

め
る
な
ど
、
防
犯
活
動
の
面
で
も
持
前

の
若
さ
と
機
動
力
を
発
揮
で
き
る
場

面
で
地
域
の
た
め
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

引
き
続
き
ご
理
解
と
ご
協
力
い
た

だ
け
る
よ
う
、お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

落
語
家
桂
吉
弥
さ
ん
の
講
演
と
落
語

は
い
か
が
で
し
た
か
？

　

第
72
回
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

（
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
お
い
て
力
を
合

わ
せ
、
犯
罪
や
非
行
の
な
い
安
全
で
安

心
な
明
る
い
地
域
社
会
を
築
く
た
め
、

〝
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
〞
〜
犯
罪

や
非
行
を
防
止
し
、
立
ち
直
り
を
支
え

る
地
域
の
チ
カ
ラ
〜
を
推
進
す
る
）
に

お
い
て
、
今
年
の
市
民
大
会
は
コ
ロ
ナ

禍
が
続
い
て
い
る
の
で
皆
様
に
笑
っ
て

い
た
だ
こ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
茨

木
市
出
身
の
桂
吉
弥
さ
ん
を
お
迎
え
し

て
、
７
月
16
日
に
ク
リ
エ
イ
ト
セ
ン

タ
ー
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

参
加
申
込
み
に
は
、
257
名
と
た
く
さ

ん
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
抽
選

に
な
り
ま
し
た
。
当
日
は
ご
来
場
の
皆

様
の
ご
協
力
に
よ
り
、
検
温
・
手
指
消

毒
等
の
感
染
症
対
策
を
ス
ム
ー
ズ
に
行

え
ま
し
た
。
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し

て
い
た
だ
け
た
と
し
た
ら
幸
い
で
す
。

　

な
お
、
当
日
の
出
席
者
は
総
数
で
198

名
で
し
た
。
一
般
の
参
加
者
111
名
、
構

成
団
体
の
皆
様
78
名
、
そ
の
他
が
９

名
で
す
。
こ
こ
で
気
に
な
る
の
が
、
茨

木
市
の
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
の
構

成
団
体
は
51
あ
り
ま
す
が
、
市
民
大

会
に
出
席
さ
れ
た
の
は
20
団
体
の
み

で
し
た
。

　

社
明
活
動
は
、
保
護
司
や
一
部
の
人

だ
け
の
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
一
人

ひ
と
り
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
、

明
る
い
社
会
の
実
現
の
た
め
に
行
動
す

る
こ
と
が
大
切
で
す
。
構
成
団
体
の
皆

様
に
は
特
に
、
こ
の
点
を
意
識
し
て
い

た
だ
き
、
今
後
の
活
動
に
お
い
て
も
理

解
と
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
７
月
の
強
調
月
間
中
に
、
市

内
の
鉄
道
駅
構
内
と
、
市
内
を
走
る
路

線
バ
ス
の
車
内
に
、
ポ
ス
タ
ー
を
掲
示

し
ま
し
た
。
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

に
つ
い
て
、
も
っ
と
多
く
の
人
々
に
関

心
を
も
っ
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
思
い

で
、
若
園
公
園
バ
ラ
園
と
、〝
社
会
を

明
る
く
す
る
運
動
〞
大
阪
府
推
進
委
員

会
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
ア
カ

ル
イ
ー
ネ
」
を
写
し
た
デ
ザ
イ
ン
で
、

茨
木
ら
し
さ
と
「
社
会
を
明
る
く
す
る

運
動
」
の
Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま
し
た
。

第
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回

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

渡
辺　

明
美

茨
木
地
区
保
護
司
会  

社
明
部
長

落語「青菜」を熱演する桂吉弥さん

第６回

�
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�
�
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第６回
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�
�
�
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延べ1,000人以上が来店し、
家族連れでにぎわうブース内

面接後、報告書を作成

・・

―・・
―・・
―・・
―・・
―・・
―・・
―・・
―・・
―・・
―・・
―・・
―・・
―・・
―・・
―・・
―・・
―・・
―・・
―・・
―・・
―・・

拘
禁
刑
に

懲
役
刑
・
禁
錮
刑
が

無
く
な
り
ま
す

茨
木
Ｂ
Ｂ
Ｓ
会

会
長

山
脇
亜
香
莉

茨
木
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に

出
店
し
て
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